
二宮町高齢介護課 高齢福祉班
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■ 面積：9.08㎢

■ 人口：28,431人

■ 65歳以上：9,857人

■ 75歳以上：5,428人

■ 高齢化率：34.6％

■ 介護保険認定者数：1,600人

■ 介護保険料：月額 4,700円
（全国平均：月額 6,014円）

■ 気温：15.6℃(平成29年中)

※ 二宮町高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画より

● にのみや？どんなところ∼？？

きみの ふるさとに なりたい
【二宮町のキャッチフレーズ】
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二宮町では平成29年3月より「介護予防・日常生活支援総
合事業」（総合事業）が始まる。

少子高齢化が進み、2025年には、団塊の世代が後期高齢
者（75歳以上）に入り、このままでは介護される人が増え
介護する人が足りなくなることが予想される。

今から介護予防・生活支援に取り組むことが大切。

二宮町の地域包括ケアシステムの深化･推進

令和３年度～ 二宮町高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画より

地域共生社会を目指した地域包括ケアシステム
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いろいろな人が集まって、将来の自分や家族、友人、知人、
地域の人のために何ができるのかを一緒に考え、お互いさ
まの気持ちをもちながら支え合うことができるよう、話し
合う仕組みが地域の協議体です。
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町全体の支え合い活動の推進のため、地域の協議体と連動
しつつ、、以下の内容について協議する

（１）地域の困りごと及び支援の情報の「見える化」について
（２）地域に「お互いさま」の意識を広めることについて
（３）支え合い活動の担い手育成に関する取り組みについて
（４）担い手同士の情報共有、連携体制について
（５）支援が必要な人と担い手との結びつけについて
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いちふく
（一色小学校区）

クローバーの笑・和・輪
（二宮小学校区）

たんぽぽささえたい
(山西小学校区 梅沢含む）

お互いさま推進協議会
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・二宮町全体が対象

・二宮町の生活支援について話し合う

・活動報告など情報共有をする場

・各小学校区ごとが対象

・仲間づくりの場

・活動報告や地域の困りごとなど情報共有をする場

・一緒にできることを探求する

第1層協議体

第2層協議体
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etc…

お店の方

民生委員
地区の方

介護事業所

町役場 社協

一緒に地域を考える仲間は、
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まずは、

ずっと住み続けられる地域には、どんな活動が必要か？
わいわいガヤガヤとみんなで一緒に考える。

集まる 話し合うつながる

ささえあい たすけあう
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そんな地域づくりの調整をするのが、

資源の把握・創出・開発

ネットワークづくり

支援とニーズのマッチング

住み慣れた地域で自分らしい生活を続けることができるように、地域づくり（介護予防・生
活支援・社会参加など）の体制の充実を図る調整役です。

役割：
＊地域に今あるサービスと不足しているサービスの把握と創出、地域活動の担い手
養成等の資源開発を行います。
＊関係者間の情報共有・提供・意見交換等、連携のためのネットワーク作りの
お手伝いをします。
＊地域の支援ニーズと取り組みの橋渡しを行います。 11
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平成２８年５月 協議体研究会

（民生委員・ＮＰＯ・老人ホーム・デイサービス・リハビリ職・包括・社協・行政）

平行して一色小学校区再生協議会福祉部会

平成２８年８月 勉強会 さわやか福祉財団（一色小学校区と共催）

平成２９年１月 勉強会 さわやか福祉財団（住民組織・商業者・介護事業所等）

平成２９年２月 地域の協議体の立ち上げに向けたワークショップ 大磯包括

（山西地区住民組織・商業者・介護事業所等）

平成２９年４月 二宮町生活支援体制整備事業（介護保険法地域支援事業） スタート

お互いさま推進協議会（第１層協議体）と一色小学校区福祉協議会（第２層協議体）立ち上げ

平成３０年３月 生活支援サービス担い手養成研修 よこはま地域福祉研究センター（住民向け）

平成３０年７月 勉強会 地域支え合いセミナー 医療経済研究・社会保険福祉協会（住民・介護事業所等）

平成３０年１０月 山西小学校区協議体（第２層協議体） 動き出し

平成３０年１２月 二宮小学校区協議体（第２層協議体） 動き出し

平成３０年１２月 山西小学校区協議体の名称が決定 「たんぽぽささえたい」

平成３１年４月 一色小学校区が再生協議会から独立し名称が決定 「いちふく」

令和元年５月 二宮小学校区協議体の名称が決定 「クローバーの笑・和・輪」

令和元年１２月 神奈川県社協 アドバイザー派遣事業の活用 協議体のサポート
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集まる 話し合うつながる

地域の活動

仲間づくりの輪から生まれてくる

これを全力応援！！
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・多世代への協力依頼（助け合い活動や認知症普及）

・担い手不足の問題

・情報収集（ニーズ調査）

・生活支援について（情報収集と可視化）

・移動困難者の支援について

・いきいきと暮らし続ける地域づくりについて
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活動内容をみなさんに知ってもらうために
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話し合いの中から生まれた

町・社協のHP
にも掲載中

【 内容 】

■ 相談先

■ 通いの場（地域の居場所）

■ 家事

■ 宅配・弁当

■ 安否確認

■ 緊急対応

■ 認知症ケアパスとガイドブック

※ 二宮町生活支援サービスで検索！！
17



18



19



広
報
に
の
み
や
（２
０
１
９
．
７
）

20



21



22



23

内容 形態 ご近所 地縁組織 居場所
地域
通貨

有償ボラン
ティア

非営利
団体

営利団体の
社会貢献活動

見守り

交流

ちょボラ

家事援助

食

事

会食

配食

移動

• 本図において〇を付した活動が、市区町村のほぼ全域において継続的に行われていれば、その市区町村は目指す
べき地域像をおおむね実現したと評価できる。このマトリックスを参考にして、担当する地域の実情を把握し、
足りない活動の創出などに役立ててほしい

• なお、図に示した◯、△、☓は平均的な形態について評価したもので、例えば居場所から家事援助や配食、移動の
活動が生まれる例も少なくない



•見守り •声かけ •居場所づくり
（コミュニティ
カフェ等）
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困った人がい
ると助けてく
れる人です！

皆でラジ
オ体操。
で、その
後は、イー
トインで盛
り上がる
よ。

昼間はカ
ラオケ。近
所の人の
集まる場
です。

行くと誰かが
いる。マス
ターがいつも
迎えてくれる
んだ。

コーヒーで人が
集まってる。民
生委員さんも来
るよ。

昔からのお店で、
地域の情報ツウだ
よ。
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